
平成30年度学校評価シート（比内支援学校）

評価領域 学習指導・研究

重 点 目 標 社会に参加する力を育む教育活動や実践研究充実事業の展開

１ 「自立と社会参加」を目指して、恵まれた自然環境や地域

環境を生かした地域に展開する授業づくりのために教育課程

現 状 の改善に取り組んでいる。

２ 「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえるとともに、

「観点別学習状況の評価」を取り入れ、質の高い授業づくり

を推進している。

１ 公開研究会、各種研修・講演会、一人一授業研等により授

業の質の向上を図り、児童生徒の変容につなげる。 Ｐ

具体的な目標 ２ 小の交流学習、中の地域学習、高の地域展開等の活動を振

り返り、成果と課題を集約する。

３ 自立と社会参加の力を育み、高等部３年生の一般就労率

６０％を目指す。

１ 文科省委託「特別支援教育に関する実践研究充実事業」を

活用し、本分校間で連携し合いながら、授業研究会、公開研

目標達成のた 究会等を計画的に開催する。

めの方策 ２ 地域とつながる授業を実践し、それぞれの評価から成果と

課題を明らかにし、教育課程の評価・改善・編成に生かす。

３ 就労に向け、実習やボランティア活動を通じて、地域との

つながりを強め、地域に展開する活動を継続していく。

１ 昨年度に引き続き、文科省の委託を受け、本分校委託研究

推進委員会、委託研究推進委員会（本校）、教育課程検討委

員会、授業研究に係る職員研修会の開催、全校研究会、各学

部による全校授業研究会とその事前研究会を計画し行った。

具体的な取組 さらに「一人一授業研」を行い、教員の力量アップを図った。

状況 ２ 「子どもの思いや願いに応える」をキーワードに、小学部

の近隣小学校との交流学習、中学部の地域で学ぶ生活単元学

習、高等部の地域に参画、貢献できるダイナミックな学習を

行った。

３ 地域での現場実習を積み重ね、就労に向けて前期実習、後

期実習、定期実習を行った。
Ｄ

１ 年６回の本分校委託研究推進委員会を始め、年３回の委託

研究推進委員会（本校）、年６回の教育課程検討委員会、授



業研究に係る職員研修・講演会、年４回の全校研究会を開催

し、指導計画の充実を図ってきた。また、県内外の研究会に

も参加し、視察報告会で伝達し、周知することができた。

達 成 状 況 ２ 主体的・対話的で深い学びを踏まえた授業づくりを行うと

ともに、観点別学習状況の評価を取り入れたことにより、授

業における児童生徒の目標が達成された。

３ 抽出児童生徒のエピソード記録により、学習評価、授業の

評価、指導の評価を丁寧に行うことができた。

４ 高等部３年生１８名中、一般就労は１１名、福祉就労は７

名となり、一般就労率は６１％だった。

（評価） （根拠）

・公開研究会に向けた研究活動や職員研修会の開催

等により、全職員が「主体的・対話的で深い学び」

の視点から自分の実践を具体的に説明できると自

自 己 評 価 Ａ 己評価している。 Ｃ

・全職員の「主体的・対話的で深い学び」の実現が、

児童生徒の自立と社会参加に向けた真剣な学びに

つながっている。

・目標の一般就労率６０％を達成できた。

↑ Ａ：具体的な活動がなされ目標を達成できた

評価基準 Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない

↓ Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない

（評価） （意見）

・地域行事に積極的に参加されていて、地域に勇気

を与えてくれている。

学校関係者評 Ａ ・学校の特色を出し、定着化により、地域との結び Ｃ

価と意見 付きも強くなってきたと思う。

・一人一授業研究で、指導技術が高められてきてい

る。基本的なことはできるまで繰り返してほしい。

・高等部生の発表等、すばらしい成果があった。

・今年度の研究で残された課題を踏まえながら、新たなテーマ

を掲げ、研究を推進していきたい。

自己評価及び ・校舎改築により新たに設置される食品製造室・食品加工室及

学校関係者評 び、地域交流室を活用した教育課程の工夫や編成を図りたい。

価に基づいた ・校舎改築を機に、学校の特色をさらに強く打ち出し、地域と Ａ

改善策 の結び付きを一層高めていきたい。

・児童生徒の教育活動が新聞・テレビ等でたびたび取り上げら

れ、地域からの関心も高い。今後、地域への発信についても

工夫・改善していきたい。


